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改選により正副議長決まる。

議
長
就
任
の
挨
拶

議
長　
　

倉
持　
　

功

副
議
長
就
任
の
挨
拶

副
議
長　
　

渡
邊　
　

昇

　

こ
の
度
、
６
月
第
2
回
定
例
会
に
お

い
て
、
副
議
長
の
選
任
を
い
た
だ
き
身

に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
、
責

　

こ
の
度
、
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
職
務
の

重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
十
分
認
識
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

境
町
に
お
い
て
は
今
年
３
月
29
日
に

は
念
願
で
あ
っ
た
圏
央
道
境
古
河
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
い
た
し
ま
し

た
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
生

か
し
た
街
づ
く
り
、
地
方
創
生
を
旗
印

の
元
に
活
力
あ
る
地
域
を
取
り
戻
し
、

人
口
減
少
を
克
服
す
る
よ
う
な
施
策
を

展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
夢
と
希
望
の
持
て
る

町
・
さ
か
い
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
、
教
育
な
ど

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
ま

た
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
等
も
増

え
、
ま
す
ま
す
防
災
に
関
す
る
課
題
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
圏
央
道
開
通
後
の
境
古
河
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
等
を
し
っ

す
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
、
よ
り
一
層
の
創
意
工

夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
町
民
の
皆
様

の
信
頼
と
期
待
に
答
え
ら
れ
る
議
会
運

営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

か
り
行
っ
て
い
く
事
が
町
財
政
の
立
て

直
し
や
、
雇
用
拡
大
に
繋
が
る
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
町
民
の
声
を

大
切
に
受
け
止
め
、
開
か
れ
た
議
会
運

営
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
議
会
に
対
す
る
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　平成27年第２回定例会が６月８日から12日まで開催され、初日に関稔議長及び須藤信吉副議

長の辞任に伴い、正副議長の改選と新たに常任委員会及び広域組合議員等が選任されました。
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青木輝明委員長 関　　稔委員斉藤政雄副委員長 倉持　功委員

内海和子委員長 木村信一委員濱野健司副委員長 渡邊　昇委員 山田正樹委員

須藤信吉委員長 田山文雄委員櫻井　実副委員長 飯田　進委員

新しい議会の構成

議会から選出された組合議会議員

常任委員会の委員及び委員長・副委員長が決まりました。任期は２年間です。

総務委員会

建設農政委員会

さしま環境管理事務組合議会議員（３名） 倉持　　功　　木村　信一　　飯田　進
茨城西南地方広域市町村圏事務組合議会議員（２名） 倉持　　功　　斉藤　政雄
茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員（１名） 倉持　　功

境町水道事業審議会委員（５名） 倉持　　功　　斉藤　政雄　　内海　和子　　櫻井　　実
青木　輝明

㈶境町土地開発公社役員
理事（３名） 斉藤　政雄　　濱野　健司　　山田　正樹
監事（１名） 渡邊　　昇

境町社会福祉協議会役員
理事（２名） 倉持　　功　　渡邊　　昇
評議員（２名） 須藤　信吉　　櫻井　　実

男女共同参画委員 濱野　健司
農業委員 内海　和子　　渡邊　　昇　　小谷野　文子（議会推薦）

教育福祉委員会
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平成26年度境町一般会計補正予算（第９号）（専決処分の承認）

会計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 81億8,170万3千円 1,081万8千円 81億9,252万1千円

平成27年度各会計補正予算（２回定例会）

会計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 81億4,700万円 4,746万4千円 81億9,446万4千円

特
別
会
計

国民健康保険事業 38億1,300万円 △12,06万5千円 38億93万5千円

後期高齢者医療事業 3億9,000万円 310万4千円 3億9,310万4千円

介護保険事業 17億9,780万円 75万9千円 17億9,855万9千円

公共下水道事業 9億2,630万円 △1,105万3千円 9億1,524万7千円

平成27年 第２回定例会

条
例
改
正

報　
　

告

○
境
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
の
行
政
組
織
機
構
の

見
直
し
に
伴
い
，
既
存
の
状
に
委
員

会
の
所
管
に
属
さ
な
い
部
署
が
で
き

た
た
め
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
平
成
26
年
度
境
町
一
般
会
計
予
算
継

続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
境
町
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

○
平
成
26
年
境
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

○
和
解
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

○
境
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
境
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
境
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
可
決
）

　
　
　

古
河
市
古
河

　
　
　

増
田　

雅
一
氏

○
境
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
可
決
）

　
　
　

境
町
染
谷

　
　
　

斉
藤　

政
雄
氏

○
境
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
即
日
原
案
可
決
）

　
　
　

税
務
課
長

　
　
　

大
越　

喜
浩

人
事
案
件

６月８日～６月12日（５日間の会期）

全議案・原案可決
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渡邊　昇　議員

櫻井　実　議員

議
席
４
番

櫻
井
　
実　

議
員

Q  

農
地
を
貸
し
た
い
「
出
し
手
」
の

現
状
に
つ
い
て
。

A  

平
成
26
年
10
月
よ
り
、
現
在
で
18

件
受
理
し
て
い
る
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
た
農
地
は
、
39
筆

で
、
面
積
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  
出
し
手
、
借
り
手
の
目
標
達
成
の

問
題
点
は
。

A  

双
方
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
に
は
、

貸
付
期
間
や
最
低
賃
料
な
ど
、
双
方
の

意
向
を
十
分
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q　
耕
作
放
棄
地
に
よ
る
、
周
り
に
対

す
る
問
題
の
対
策
に
つ
い
て
。

A  

現
在
は
苦
情
の
相
談
は
な
い
が
、

農
村
景
観
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
解

消
す
べ
き
問
題
と
認
識
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
を
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
努
め

て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  
病
害
虫
防
除
剤
の
助
成
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

A  
箱
育
苗
施
用
剤
使
用
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
有
効
活
用
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

高
品
質
で
お
い
し
い
お
米
の
生
産

の
た
め
に
。

A  

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
品

質
な
米
の
生
産
を
関
係
機
関
と
連
帯
し

て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

ま
ち
・
し
ご
と
・
ひ
と
創
生
に
関

す
る
成
果
の
目
標
と
基
本
的
方
向
性
の

設
定
は
。

A  

国
や
県
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
や
町
の
目
標
設
定
と
方
向

性
を
本
年
４
月
に
立
ち
上
げ
た
境
町
創

生
本
部
に
お
い
て
、
境
町
の
特
性
及
び

実
情
に
応
じ
た
視
点
か
ら
本
年
10
月
を

目
途
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

（
参
事
企
画
経
営
課
長
）

○
農
業
政
策
に
つ
い
て

　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て

○
水
稲
の
取
り
組
に
つ
い
て

○
地
方
創
生
法
に
つ
い
て

議
席
７
番

渡
邊
　
昇　

議
員

議
席
４
番

櫻
井　

実　

議
員

−5−

一 般 質 問一 般 質 問
４人の議員が登壇しました



内海　和子　議員

Q  

地
域
資
源
の
活
用
は
。

A  

農
産
物
や
観
光
資
源
、
さ
ら
に
地

域
に
埋
も
れ
た
資
源
を
活
用
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
化
、
販
路
開
拓
等
の
事
業
を
展

開
し
、
雇
用
機
会
の
確
保
や
創
出
に
つ

な
が
る
産
業
政
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

（
参
事
企
画
経
営
課
長
）

Q  

第
６
次
介
護
保
険
事
業
で
、
65
歳

以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
を
本
年
４
月

か
ら
26
・
８
％
引
き
上
げ
た
が
、
そ
の

理
由
は
。

Q  

今
後
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
。

A  

要
支
援
要
介
護
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
調
査
結

果
を
も
と
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
転

倒
防
止
の
た
め
の
「
い
き
い
き
健
康
教

室
」
の
実
施
や
老
人
ク
ラ
ブ
へ
出
向
い

た
体
操
教
室
や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
ー

体
操
、
趣
味
活
動
を
行
う
介
護
予
防
目

的
教
室
等
こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に

展
開
す
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
介
護
予

Q  

図
書
室
の
改
築
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
読
み
聞
か
せ
や
専
門
図
書
の

コ
ー
ナ
ー
は
ど
う
な
る
か
。

A  

児
童
図
書
の
み
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ほ
か
は
今
後
検

討
す
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

図
書
室
な
の
で
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

貸
し
出
し
も
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
え

な
い
。
図
書
館
へ
の
移
行
は
な
い
か
。

A  

Ｃ
Ｄ
は
な
い
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い

て
は
幼
児
対
象
に
60
作
品
が
貸
出
で
き

る
。
図
書
館
へ
の
移
行
は
財
政
上
今
後

の
課
題
。

（
教
育
次
長
）

Q  

「
広
報
さ
か
い
」
は
、
ど
の
よ
う

な
視
点
か
ら
情
報
を
発
信
し
よ
う
と
考

え
て
作
成
し
て
い
る
の
か
。

A  

町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
情
報
誌
と

し
て
と
ら
え
、
町
民
の
目
線
に
立
ち
、

職
員
自
ら
取
材
し
、
読
み
や
す
く
、
理

解
し
や
す
く
、
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
検
討
し
て
作

成
し
て
い
る
。

（
秘
書
公
室
長
）

Q  
「
広
報
さ
か
い
」
４
月
号
が
、
定

例
議
会
の
議
案
の
賛
否
状
況
を
議
員
の

名
前
入
り
で
掲
載
し
た
理
由
は
。

A  

予
算
と
い
う
大
事
な
提
出
議
案
で

あ
り
、
町
民
の
求
め
て
い
る
情
報
と
判

断
し
て
発
信
し
た
。

（
秘
書
公
室
長
）

防
事
業
の
発
掘
に
努
め
、
介
護
保
険
給

付
費
及
び
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
極
力

抑
制
し
て
行
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
実
施
を
目
途
に

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
す

る
」
施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
切
れ

目
の
な
い
対
策
を
支
援
を
し
て
行
く
。

（
福
祉
部
長
）

A  

要
介
護
認
定
者
数
が
、
事
業
開
始

後
、
９
９
６
名
と
２
・
５
倍
に
増
加
し
、

介
護
保
険
総
給
付
費
を
今
後
３
年
間
で

８
億
８
千
万
円
の
増
加
の
53
億
７
千
万

円
と
見
込
ん
で
保
険
料
を
引
き
上
げ
た
。

将
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
施
策
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

（
福
祉
部
長
）

○
図
書
室
に
つ
い
て

○
境
町
の
広
報
誌
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海　

和
子　

議
員

Q  

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め

の
施
策
は
。

A  
地
方
移
住
促
進
と
し
て
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
「
境
町
地

域
つ
く
り
協
力
隊
」
を
新
規
事
業
と
し

て
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
の
掘
り
起
こ

し
、
子
育
て
支
援
、
観
光
開
発
等
町
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

（
参
事
企
画
経
営
課
長
）
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田山　文雄　議員

Q  

現
町
長
に
な
っ
て
か
ら
、
す
で
に

３
回
も
組
織
改
革
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
考
え
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

A  

昨
年
７
月
と
今
年
４
月
の
二
回
組

織
改
正
し
た
。
議
決
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
新
た
な
行
政
課
題
や
住
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
相
応
し
た
施
策
を
総
合
的

か
つ
機
動
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
で
あ
る
。
従
来
の
在
り
方
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
非
効
率

的
な
行
政
組
織
を
廃
止
し
、
新
し
い
行

政
機
構
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
効
率
化
を
徹
底
す
る
こ
と
の
二
点

を
基
本
方
針
と
し
た
。

（
総
務
部
長
）

Q  

こ
こ
に
な
い
図
書
を
取
り
寄
せ
ら

れ
る
か
。

A  

公
立
図
書
館
で
相
互
貸
借
制
度
が

あ
る
。
県
図
書
館
か
ら
届
け
て
も
ら
え

る
。

（
教
育
次
長
）

A  
図
書
館
の
認
識
は
あ
る
が
、
10
億

も
か
か
る
。
今
あ
る
中
で
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
く
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
検
索
や

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
化
も
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

○
機
構
改
革
に
つ
い
て

Q  

当
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

現
状
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。
小
学
校
３
校

で
５
件
、
中
学
校
２
校
で
23
件
を
把
握

し
て
い
る
が
、
些
細
な
事
か
ら
大
き
く

発
展
し
な
い
よ
う
に
そ
の
都
度
学
校
に

指
示
を
だ
し
て
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

　

い
じ
め
の
問
題
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る

事
例
を
参
考
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

（
教
育
長
）

Q  

障
が
い
者
手
帳
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
必
要
な
聴
覚
障
が
い
児
に
は
補
聴

器
購
入
費
の
助
成
等
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
、
当
町
の
考
え
に
つ
い
て
。

A  

事
例
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

先
進
地
等
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
、

境
町
で
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

Q  

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
２
０

２
５
年
に
認
知
症
の
人
が
７
０
０
万
人

前
後
に
激
増
す
る
と
あ
る
が
、
当
町
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

認
知
症
ケ
ア
ー
の
対
策
や
認
知
症

に
な
ら
れ
た
方
々
、
家
庭
の
支
援
な
ど

の
先
進
自
治
体
に
な
ら
っ
て
境
町
で
取

り
入
れ
ら
れ
る
も
の
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
町
長
）

○
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

○
聴
覚
障
が
い
児
に
関
す
る
助
成

金
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  

国
際
交
流
係
は
担
当
課
へ
行
っ
て

変
わ
っ
た
の
を
知
っ
た
。
質
問
者
の
私

に
は
知
ら
せ
て
く
れ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
設
置
条
例

の
改
正
は
な
さ
れ
た
の
か
。

A  

職
員
に
は
プ
ロ
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
条
例
は

こ
れ
か
ら
改
正
す
る
。

（
町
長
）

Q  
行
政
評
価
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

A  
来
年
に
は
地
方
公
務
員
法
で
制
度

に
な
る
。
そ
の
準
備
と
し
て
こ
こ
数
年

は
試
行
し
て
い
る
。

（
副
町
長
）

Q  

職
員
は
人
的
財
産
な
の
で
、
公
務

員
で
あ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
仕
事

が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

A  

町
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
の
が
職

員
な
の
で
、
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
け
ば

未
来
は
明
る
い
。
町
民
と
町
が
幸
せ
を

一
番
に
考
え
て
施
策
す
る
よ
う
に
希
望

す
る
。

（
町
長
）
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編
集
後
記

　

連
日
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
度
、
委
員
会
改
選
に

よ
り
私
た
ち
５
名
が
、
新
た
に
議
会
広

報
編
集
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
基
に
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
開
か
れ
た
議
会
だ

よ
り
の
紙
面
作
り
に
努
力
を
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

請
願
・
陳
情

○
「
手
話
言
語
法(

仮
称)

制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
採
択
）

　

請
願
者

　
　

境
町
３
９
１
番
地
１

　
　

境
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　

中
村　

久
夫

○
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

（
採
択
）

陳
情
者

　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　

茨
城
県
連
合
会　

県
西
地
域
協
議
会

　

議
長　

樋
口　

健
一

意
見
書
の
提
出

　

政
府
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書
を
提

出
し
た
。

○「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
着
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研

究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
を
す
る
こ
と
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
5
名

○
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
法

等
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
専
ら
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点

か
ら
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金

積
立
金
を
毀
損
し
か
ね
な
い
た
め
、
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
。

　

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
3
名

意
見
書
の
提
出
先
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